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の集約化、路網の整備や
高性能林業機械の導入、伐採後の低コスト造林の
普及、木質バイオマスの有効利用などを進めている。
林業の持続的発展には、県産材の需要拡大が課

題であり、県では、部屋の壁や床といった内装などに
用いられる良質の木材の販売拡大に向け、「三重の
木」認証材の普及に加え、首都圏や海外などへのＰＲ
を行っている。
県内には、現克 内 の

い 三 い克れ 課 っ 及 化伐能 に都 業採 採 業採ら 業 っけ 伐 課な な 大 県傅な な な なな りなな ての
木材のなな木木 葙 県木 材の 木

木木材の木 歳
県 に 屋 材普 ている

多気町では、シャープの中小型液晶パネル工場

進出を機に、「商業・生活ゾーン」「工業ゾーン」「環境
ゾーン」からなる「多気クリスタルタウン」を整備し、
利便性・生活環境の向上により新たな住民の定住を
促すとともに、さらなる工業の集積を図っている。その
工業ゾーンの一角で、中部プラントサービスが木質
バイオマス発電所の「多気バイオパワー」を

2016年
６月から運営している。

燃料となる木質チップの供給源である中勢・南勢
地区からの近さ、電力会社の送電鉄塔までの近さに
加え、多気町が用意した豊富な工業用水を冷却用に
利用できることが同地への立地の決め手となった。
同施設では、1日に約200t、年間約75,000tの木質
チップを使用し、多気町の世帯数の約３倍に相当す
る一般家庭約17,000世帯分の電力すシステムを構築していをった多気バイオ

パワーから
排熱・排水とＣＯ２の提供を受けられることとなり

に抑制でき、今後のプールの拡張にもコスト・
工期面での効果が期待される。

（３）今後の期待
多気バイオパワーには開設以来２年で企業や行

政等から約

2,000名の見学者が訪れ、森林資源を活
用したしごとづくりへ政用火学 

づ

源∵ 穴Ξ用ゴゐに穴撮 0

ｇ x0質チップをエネルギー源とした温水エ


